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	量的な担い手の獲得では、新住民が交流活動へ参加し、かつ、バッファー機能を果たすものが存在すること、質的な担い手の育成では、共同作業の場と外部者のまなざし、これが集落活動の担い手の育成条件として挙げられる。
	6. 結論
	以上の考察より、以下が明らかになった点である。
	（１） 既存の集落活動の枠組みを超えた多様な主体の共同作業によって交流活動が行われている。
	（２） 量的な担い手の獲得には、新住民と旧住民の枠組みを超えた融合が効果的である。ただし、バッファー機能を担う存在が必要。
	（３） 既存の枠組みを超えた活動は集落住民の質的な担い手の育成の場になりうる。
	（４） 外部者(＝都市住民)のまなざしが住民の誇りの醸成につながり、質的な担い手の育成を促す。
	すなわち、集落活動の担い手育成の観点からみると、交流活動の集落全体への波及効果はある程度認められることがわかった。
	以上をまとめたものが、図1である。
	各集落の実態に合わせて、集落の上段の「条件」を整え、中段の「変化の実態」を引き起こすことができれば、集落活動の担い手の獲得や育成につながる交流活動になると考えられる。

